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【手続補正書】
【提出日】平成25年7月31日(2013.7.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体供給路上に取り付けられるバルブボディと、
　このバルブボディに設けられ、流体導入口と前記流体供給路の流体受容側を連通する連
通路と、
　前記連通路内に設けられた弁座と、
　この弁座に対し、前記連通路内の流体供給路の流体受容側で離接して前記連通路を開閉
する弁体と、
　この弁体を前記弁座方向に付勢するスプリングと、を備え、
　前記流体供給路の流体受容側への流体の導入時に、前記弁体が前記流体導入口から導入
される流体の圧力を受けて開弁する高圧流体用逆止弁であって、
　前記弁体には、前記流体の導入時に、導入流体の通過抵抗を受ける抵抗受け手段が設け
られ、
　前記抵抗受け手段は、前記弁体の先端部に設けられた非貫通の凹部を備えていることを
特徴とする高圧流体用逆止弁。
【請求項２】
　前記抵抗受け手段は、前記弁体の弁頭部に隣接して設けられ、前記弁体の側面から突出
した突出部を備えていることを特徴とする請求項１に記載の高圧流体用逆止弁。
【請求項３】
　前記突出部には、少なくとも一つの貫通孔が設けられていることを特徴とする請求項２
に記載の高圧流体用逆止弁。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　この発明に係る高圧流体用逆止弁では、上記課題を解決するために以下の手段を採用し
た。
　請求項１に係る発明は、流体供給路上に取り付けられるバルブボディ（例えば、実施形
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態のバルブボディ１２）と、このバルブボディに設けられ、流体導入口（例えば、実施形
態のガス導入口１４）と前記流体供給路の流体受容側を連通する連通路（例えば、実施形
態の連通路１３）と、前記連通路内に設けられた弁座（例えば、実施形態の弁座１９）と
、この弁座に対し、前記連通路内の流体供給路の流体受容側で離接して前記連通路を開閉
する弁体（例えば、実施形態の弁体１６）と、この弁体を前記弁座方向に付勢するスプリ
ング（例えば、実施形態のスプリング２０）と、を備え、前記流体供給路の流体受容側へ
の流体の導入時に、前記弁体が前記流体導入口から導入される流体の圧力を受けて開弁す
る高圧流体用逆止弁であって、前記弁体には、前記流体の導入時に、導入流体の通過抵抗
を受ける抵抗受け手段が設けられ、前記抵抗受け手段は、前記弁体の先端部に設けられた
非貫通の凹部（例えば、実施形態の非貫通の穴２１）を備えていることを特徴とするもの
である。
　これにより、流体導入口に導入装置が接続され、流体導入口から流体が導入されると、
弁体が導入流体の圧力を受けて弁座から離間し、それによって連通路が開口する。このと
き、弁体は、導入流体と流体供給路の流体受容側流体との圧力差による推力がスプリング
の反力に打ち勝ったところで開弁する。こうして、流体導入口を通した流体の導入が開始
されると、連通孔を流れる導入流体が弁体の先端部の凹部に入り込み、弁体が大きな通過
抵抗を受け、その通過抵抗が弁体の開弁保持力として加算される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　請求項２に係る発明は、請求項１に係る高圧流体用逆止弁において、前記抵抗受け手段
は、前記弁体の弁頭部に隣接して設けられ、前記弁体の側面から突出した突出部（例えば
、実施形態の傾斜フランジ３０）を備えていることを特徴とするものである。
　これにより、流体の導入が開始された後には、連通路を流れる導入流体が突出部に当た
り、弁体が大きな通過抵抗を受けるようになる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項３に係る発明は、請求項２に記載の高圧流体用逆止弁において、前記突出部には
、少なくとも一つの貫通孔（例えば、実施形態の貫通孔３１）が設けられていることを特
徴とするものである。
　これにより、流体の導入が開始された後には、連通路を流れる導入流体が貫通孔に向か
って流れ、このとき導入流体が突出部に当たって弁体がより大きな通過抵抗を受けるよう
になる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１１】
　この発明によれば、導入流体の通過抵抗を受ける抵抗受け手段である非貫通の凹部が弁
体の先端部に設けられているため、流体の導入が開始された後には、凹部で受ける通過抵
抗が開弁保持力として加算され、流体供給路の流体受容側での流体圧力が増大しても、弁
体が安定しつつスプリングの反力にさらに抗して開弁状態に維持され易くなる。
　したがって、この発明によれば、流体供給路で許容方向に流体が流れた後、自動的に閉
弁する際の弁前後の圧力差を小さくすることができるとともに、弁体と弁座の当接頻度を
少なくして騒音の発生を抑制することができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　２…水素タンク（流体供給路の流体受容側容器）
　１１，１１Ａ，１１Ｂ，１１Ｃ…逆止弁（高圧流体用逆止弁）
　１２…バルブボディ
　１３…連通路
　１４…ガス導入口
　１６，１６Ａ，１６Ｂ，１６Ｃ…弁体
　１９…弁座
　２０…スプリング
　２１…非貫通の穴（抵抗受け手段，非貫通の凹部）
　３０…傾斜フランジ（突出部，抵抗受け手段）
　３０Ｂ…フランジ（突出部，抵抗受け手段）
　３１…貫通孔
　４０…フランジ（突出部，抵抗受け手段）
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